
当
会
定
時
総
会
が
、
６
月
23
日
午
後
4

時
30
分
よ
り

尼
崎
商
工
会
議
所
に
於
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

25
年
度
事
業
で
は
、
給
与
計
算
事
務
の
代
行

事
業
を
実
施
し
、
ま
た
、
小
規
模
企
業
共
済

（
経
営
者
退
職
金
制
度
）
・
倒
産
防
止
共
済

（
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
）
の
取
り
扱
い
、
さ
ら
に

兵
庫
県
火
災
共
済
協
同
組
合
、
兵
庫
県
共
済
協

同
組
合
と
、
中
小
企
業
者
の
た
め
の
火
災
と
自

動
車
共
済
の
取
り
扱
い
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
そ
れ

ぞ
れ
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

労
働
保
険
事
務
組
合
で
は
、
厳
し
い
経
済
環

境
に
伴
な
い
、
解
雇
を
含
む
労
使
問
題
の
相
談
、

中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
、
高
年
齢
雇

用
継
続
給
付
金
の
申
請
、
雇
用
を
促
進
す
る
特

定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
、
試
行
雇
用
奨
励

金
の
指
導
と
申
請
手
続
き
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

決
算
報
告
で
は
、

収
入
合
計

５
７
、
７
７
８
千
円

支
出
合
計

５
６
、
８
４
７
千
円

収
支
差
益

９
３
１
千
円

を
計
上
。

次
年
度
事
業
計
画
は
、
新
事
業
の
運
営
と
事

務
局
体
制
並
び
に
財
政
基
盤
の
強
化
を
基
本
方

針
に
、
特
に
廃
業
が
多
い
中
、
会
員
の
皆
様
方

の
紹
介
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
新
規
創
業

企
業
へ
Ｐ
Ｒ
を
推
進
し
て
い
く
。
今
年
度
の
予

算
に
つ
い
て
は
、
会
員
の
減
少
か
ら
、

収
入
金
額

５
７
、
８
５
１
千
円

を
目
標
に
提
案
。

最
後
に
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に
つ
い

て
は
、
現
役
員
の
留
任
の
提
案
と
、
近
藤
冨
士

男
氏
の
辞
任
が
承
認
さ
れ
す
べ
て
の
議
案
を
終

了
し
ま
し
た
。

役

員

（
理

事
長
）

笹
部

藤
和

（
株
式
会
社
エ
ボ
シ
製
作
所
）

（
副
理
事
長
）

鐘
ヶ
江

隆
男

（
鐘
ヶ
江
電
気
管
理
事
務
所
）

（
副
理
事
長
）

小
野

勝

（
株
式
会
社
サ
カ
エ
）

（
専
務
理
事
）

蛭
牟
田

和
彦

（
協
同
組
合
阪
神
商
工
共
済
会
）

（
理

事
）

河
越

稔

（
有
限
会
社
夢
眠
舘
ト
ミ
ヤ
）

（
理

事
）

伊
藤

秀
樹

（
鶴
見
食
品
株
式
会
社
）

（
理

事
）

萩
原

啓
司

（
理

事
）

木
村

立
夫

（
株
式
会
社
セ
ツ
ナ
ン
）

（
理

事
）

上
田

泰
廣

（
喫
茶
パ
パ
ー
）

（
理

事
）

伊
藤

修
資

（
有
限
会
社
闇
市
）

（
理

事
）

井
尻

佳
之

（
株
式
会
社
ジ
エ
ム
）

（
理

事
）

西
村

佳
子

（
協
同
組
合
阪
神
商
工
共
済
会
）

（
監

事
）

宮
崎

勝
巳

（
株
式
会
社
長
瀬
工
業
所
）

（
監

事
）

松
本

紀
宏

（
社
会
福
祉
法
人

虹
の
会
）
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第
5
回
定
時
総
会

を
開
催
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60歳 61歳 62歳 63歳 64歳 65歳
生 年月日

男性 ｓ 22/4/2～24/4/1 老 齢厚 生年金

女性 ｓ 27/4/2～29/4/1 定 額部 分 老齢厚生年金

男性 ｓ 24/4/2～28/4/1 老 齢厚 生年金

女性 ｓ 29/4/2～33/4/1 老 齢厚 生年金

男性 ｓ 28/4/2～30/4/1 老 齢厚 生年金

女性 ｓ 33/4/2～35/4/1 老 齢厚 生年金

男性 ｓ 30/4/2～32/4/1 老 齢厚 生年金

女性 ｓ 35/4/2～37/4/1 老 齢厚 生年金

男性 ｓ 32/4/2～34/4/1 老 齢厚 生年金

女性 ｓ 37/4/2～39/4/1 老 齢厚 生年金

男性 ｓ 34/4/2～36/4/1 報酬比例部分 老齢厚生年金

女性 ｓ 39/4/2～41/4/1 老 齢厚 生年金

男性 ｓ 36/4/2以降 生まれ 老齢厚生年金

女性 ｓ 41/4/2以降 生まれ 老齢厚生年金

報酬比例部分

報酬比例部分

報酬比例部分

報酬比例部分

報酬比例部分

年
金
の
基
礎
知
識

老
後
の
年
金
を
何
歳
か
ら
受
給
で
き
る
か

は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
１
年
に
１
度
届
く

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
」

年
金
は
受
給
資
格
期
間
（
原
則
25

年
）
を
満
た
し
、
年
金
を
受
給
で
き

る
年
齢
を
迎
え
て
か
ら
請
求
手
続
き

を
し
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
人
が
加
入
す
る
国
民
年
金

か
ら
支
給
さ
れ
る
年
金
で
す
。
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
開
始
は
65
歳
で
す

が
、
本
人
が
希
望
す
れ
ば
繰
上
げ
受

給
ま
た
は
繰
下
げ
受
給
が
で
き
る
し

く
み
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
繰
上
げ
受
給
の
場

合
は
減
額
、
繰
下
げ
受
給
の
場
合
は
増
額
が
あ

り
ま
す
。

給
与
所
得
者
は
、
厚
生
年
金
に
加
入
し
な
が

ら
、
同
時
に
第
2
被
保
険
者
と
し
て
国
民
年
金

に
も
加
入
し
て
い
る
の
で
、
65
歳
か
ら
老
齢
基

礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
厚
生
年
金
の
受
給
開
始
年
齢
は
以
前

は
60
歳
で
し
た
が
、
法
律
改
正
で
段
階
的
に
65

歳
支
給
に
移
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
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８
月
13
日(

水
）
〜
15

日

（
金
）
ま
で

夏
期
休
暇
の
た
め
休
業
致

し
ま
す
。

1. 復興特別法人税の１年前倒しでの廃止

平成24年4月1日から平成27年3月31日までの期間（指定期間）に、原則として、最初に開始する

事業年度開始の日から同日以後3年間にわたり法人税に付加される復興特別法人税が、1年前倒しで

終了することになりました。これにより3年間にわたり発生する予定であった復興特別法人税の負

担が1年分軽減されることになります。

2. 交際費課税制度の見直し

交際費等の額のうち、法人が飲食のために支出する費用の額について、その飲食の50％を損金の

額に算入することになりました。

一定の要件を満たす中小法人の場合には、定額控除（年間800万）までの交際費等の額が損金とな

る特例と本改正は選択適用となります。（平成26年4月1日から平成28年3月31日までの間に開始す

る事業年度において支出する交際費等に適用されます。）

3. 雇用促進税制の延長

雇用者数を5人以上（中小企業は2人以上）、かつ、10％以上増加させるなど一定の要件を満たし

た場合に、雇用者増加数1人当たり40万円の税額控除を行う雇用促進税制の適用期限が、平成28年3

月31日までの期間内に開始する事業年度まで2年間延長されました。

老齢厚生年金の支給開始年齢



第
５
回
会
員
交
流
会
を
開
催

異
業
種
企
業
の
方
々
が
親
し
く
知
り
合
い

各
業
界
の
情
報
交
換
や
会
員
同
士
の
共
同
作

業
等
の
交
流
が
出
来
る
場
を
と
い
う
こ
と
で
、

第
５
回
会
員
交
流
会
が
、
６
月
23
日
午
後
5

時
45
分
よ
り
、
商
工
会
議
所
に
於
い
て
、

総
勢
91
名
の
参
加
を
得
て
、
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
関
西
を
中
心
に
活
躍
し
て
い
る

「
ケ
ー
コ
・
ケ
ー
キ
」
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー

を
開
催
し
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
頂

き
ま
し
た
。

株
式
会
社
シ
ナ
ジ
ー
ア
ー
ク

代
表
取
締
役

蔀

晋
輔

し
と
み

株
式
会
社
シ
ナ
ジ
ー
ア
ー
ク
で
は
、
飲
食

店
や
パ
チ
ン
コ
店
、
理
髪
店
な
ど
店
舗
型
営

業
を
し
て
い
る
企
業
さ
ん
を
中
心
に
、
人
材

育
成
や
チ
ー
ム
作
り
、
組
織
作
り
の
支
援
を

し
て
い
ま
す
。

私
自
身
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
は
２

０
０
９
年
か
ら
活
動
を
始
め
、
２
０
１
０
年

に
法
人
化
し
て
い
ま
す
。

元
々
は
倒
産
寸
前
の
会
社
に
働
き
、
そ
こ

で
現
在
の
コ
ン
サ
ル
の
ベ
ー
ス
に
な
る
も
の

を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

お
陰
様
で
そ
の
会
社
は
業
績
を
向
上
さ
せ
、

現
在
は
立
派
に
チ
ェ
ー
ン
店
展
開
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

“
パ
チ
ン
コ

シ
ナ
ジ
ー
ア
ー
ク
の
ブ
ロ

グ
”
を
多
く
の
方
に
読
ん
で
い
た
だ
き
、
支

援
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
増
え
独
立
す
る
流

れ
と
な
り
ま
し
た
。

シ
ナ
ジ
ー
ア
ー
ク
と
は
、
「
相
乗
効
果
の

箱
舟
」
と
い
う
意
味
で
、
色
ん
な
人
々
で
箱

舟
に
乗
り
、
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
っ
て

こ
の
不
況
と
い
う
荒
波
を
乗
り
越
え
て
い
こ

う
と
い
う
願
い
を
込
め
た
社
名
で
す
。

事
業
経
営
と
い
う
の
は
、
人
（
個
人
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
と
チ
ー
ム
（
共
に
頑
張
れ

る
仲
間
や
組
織
）
と
戦
略
が
三
位
一
体
と
な
っ

て
、
初
め
て
成
果
を
出
せ
る
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。

立
派
な
戦
略
を
練
っ
て
も
、
現
場
で
や
っ

つ
け
仕
事
で
済
ま
さ
れ
る
と
、
何
の
成
果
も

生
み
だ
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
根
本
に
あ
る
“
人

の
力
”
を
出
し
切
っ
た
経
営
を
す
る
の
が
、

シ
ナ
ジ
ー
ア
ー
ク
の
支
援
目
的
で
す
。
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東
方見
聞
録

会
員
交
流
会
開
催

ま
ず
は
、
従
業
員
の
一
人
と
一
人
が
信
頼
関

係
を
築
き
、
そ
の
一
人
と
一
人
が
増
え
て
チ
ー

ム
と
し
て
の
絆
を
育
む
。

そ
し
て
、
そ
の
チ
ー
ム
が
向
か
う
べ
き
方

向
を
定
め
（
経
営
理
念
の
策
定
）
、
価
値
を

明
確
に
し
（
人
事
制
度
の
確
立
）
、
従
業
員

一
人
ひ
と
り
が
イ
キ
イ
キ
と
働
け
る
環
境
を

創
り
ま
す
。

研
修
で
は
、
信
頼
関
係
構
築
の
た
め
の
法

則
を
学
び
、
今
ま
で
の
自
分
の
言
動
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
参
加
者
同
士
シ
ェ
ア
し
て
い

き
ま
す
。

“
仲
間
の
「
大
切
」
を
大
切
に
す
る
”

“
自
分
に
「
矢
印
」
を
向
け
る
”

“
誠
実
な
対
応
を
心
掛
け
る
”

と
い
う
三
原
則
を
更
に
４
項
目
に
分
類
さ

れ
た
も
の
が
そ
の
法
則
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
ら
を
学
び
、
自
分
自
身
を
見
つ
め
た

後
に
、
チ
ー
ム
と
し
て
戦
略
を
遂
行
す
る
方

法
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

当
り
前
だ
け
れ
ど
も
、
で
き
て
い
な
い
こ

と
を
知
り
、
で
き
て
い
る
人
に
な
る
と
い
う

よ
り
は
、
や
ろ
う
と
し
て
い
る
人
に
な
る
！

そ
ん
な
研
修
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

“
企
業
は
人
な
り
”
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
を
活
用
し
て
の

開
催
も
可
能
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

尼
崎
市
西
昆
陽
１-

16-

５

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
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７
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７
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９
０
５
２

携
帯
：
０
９
０-

５
０
１
６-

９
２
０
１
（
お

気
軽
に
ど
う
ぞ
！
）

内

間

商

店

代

表

内

間

泰

宏

内
間
泰
宏
氏
は
、
調
理
師
専
門
学
校
中
華

コ
ー
ス
卒
業
後
、
ホ
テ
ル
で
中
華
料
理
の
コ
ッ

ク
を
経
験
。

そ
の
後
、
二
十
五
歳
の
時
、
三
和
本
通
り

と
中
央
商
店
街
が
交
差
す
る
立
地
に
立
つ
旧

神
田
市
場
に
ラ
ー
メ
ン
店
を
創
業
。

平
成
十
年
八
月
、
旧
神
田
市
場
が
火
災
に

見
舞
わ
れ
、
仮
設
店
舗
で
、
２
年
間
営
業
を

再
開
す
る
な
か
で
、
組
合
員
が
一
致
団
結
し
、

レ
ジ
一
元
化
の
共
同
店
舗
を
計
画
、
現
在
の

「
ス
ー
パ
ー
シ
ャ
ン
テ
か
ん
だ
」
を
十
五
年

十
一
月
に
オ
ー
プ
ン
。

オ
ー
プ
ン
と
同
時
に
、
料
理
の
心
得
が
あ

る
内
間
泰
宏
氏
は
、
心
機
一
転
お
惣
菜
屋
と

し
て
ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
は
、
沖
縄
出
身
の
内
間
泰
宏
氏
は
、

関
西
の
味
ま
た
地
域
の
住
民
に
親
し
ま
れ
て

い
る
家
庭
の
味
を
引
き
出
す
の
に
、
大
変
苦

労
さ
れ
た
と
の
こ
と
。

今
は
、
尼
崎
の
南
部
地
域
も
少
子
高
齢
化

が
進
み
、
出
来
合
い
商
品
が
花
形
と
な
り
、

商
店
街
に
は
、
惣
菜
屋
の
競
争
が
激
化
す
る

な
か
で
、
ス
ー
パ
ー
や
他
店
と
の
差
別
化
を

図
る
た
め
、
内
間
泰
宏
氏
は
、
毎
日
旬
の
食

材
を
中
心
に
そ
の
日
の
献
立
を
考
え
、
栄
養

と
家
庭
の
味
付
け
に
気
を
く
ば
り
、
一
品
に

時
間
と
手
を
加
え
、
和
洋
の
品
数
に
挑
戦
を

つ
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
で
は
、
リ
ピ
ー
ト
客
も
定
着
し
、
「
ス
ー

パ
ー
シ
ャ
ン
テ
か
ん
だ
」
の
惣
菜
売
り
場
が
、

店
舗
全
体
の
賑
わ
い
の
一
躍
を
担
っ
て
い
ま

す
。

「
お
客
様
か
ら
、
あ
の
惣
菜
お
い
し
か
っ
た

よ
。
と
声
を
掛
け
ら
れ
た
時
は
、
日
々
の
苦

労
も
吹
っ
飛
び
ま
す
よ
。
」
と
満
面
の
笑
み

が
印
象
的
で
し
た
。

ぜ
ひ
一
度
、
お
立
ち
寄
り
頂
き
、
内
間
商
店

の
惣
菜
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

尼
崎
市
神
田
中
通
５
丁
目
１
９
３

シ
ャ
ン
テ
か
ん
だ
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
６-

６
４
１
９-

３
５
１
７
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